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甕藤
回
定
例
会
開
か
れ
る

　
去
る
三
月
十
日
よ
り
四
日
間
に
わ
た

り
、
い
わ
ゆ
る
予
算
議
会
と
称
せ
ら
れ

る
定
例
町
議
会
が
開
か
れ
、
日
程
に
し

た
が
っ
て
、
議
題
提
出
が
行
な
わ
れ
、

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
第
一
号
　
昭
和
四
十
四
年
度
松
代
町

　
一
般
会
計
補
正
予
算
（
二
七
一
万
六

　
千
円
を
追
加
、

議
第
二
号
　
昭
和
四
十
四
年
度
松
代
町

　
特
別
会
計
農
業
共
済
事
業
補
正
予
算

議
第
三
号
　
固
定
資
産
評
価
委
員
の
任

　
命
に
つ
い
て
。

　
（
松
代
町
大
字
松
代
　
鈴
木
周
平
、

議
第
四
号
　
農
業
共
済
損
害
評
価
委
員

　
の
任
命
に
つ
い
て
。

松
代
町
大
字
太
平

　
　
　
ノ

　
　
　
’

　
　
　
〃

　
　
　
〃

　
　
　
〃

　
　
　
〃

　
　
　
〃

　
　
　
〃

　
　
　
〃

　
　
　
〃

　
　
　
〃

議
第
五
号

松池会室　室小儀滝清
代尻沢野峠野貫明沢水

富
沢
　
　
庚

片
桐
　
良
劣
、

佐
藤
　
良
蔵

小
堺
　
欣
一

小
山
　
直
治

米
持
　
員
男

山
岸
　
　
正

佐
藤
　
公
男

小
野
島
松
蔵

室
岡
　
順
一

菅
井
　
清
作

新
潟
県
町
村
退
職
手
当
組

　
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数

　
の
増
加
及
び
規
約
変
更
に
つ
い
て
。

　
（
当
町
に
は
関
係
な
し
）

議
第
六
号
　
新
潟
県
消
防
団
員
等
公
償

　
組
合
規
約
の
全
部
改
正
に
つ
い
て
。

議
第
七
号
　
町
道
の
廃
止
に
つ
い
て
。

議
第
八
号
　
松
代
町
総
合
計
画
審
議
会

　
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。

　
（
町
長
の
諮
問
に
応
じ
、
松
代
町
総

　
合
計
画
の
策
定
に
関
し
、
必
要
な
調

　
査
を
行
な
う
も
の
で
十
二
名
の
構
成

　
か
ら
な
る
）

議
第
九
号
　
松
代
町
議
会
の
議
員
の
報

　
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

　
つ
い
て
。

議
第
十
号
　
松
代
町
特
別
職
の
職
員
で

　
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁

　
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。

議
第
十
］
号
　
松
代
町
特
別
職
の
職
員

　
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

　
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。

議
第
十
二
号
　
松
代
町
教
育
委
員
会
教

　
育
長
の
給
与
及
び
勤
務
時
間
等
に
関

　
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
の
制
定
に
つ
い
て
。

議
第
十
三
号
　
松
代
町
職
員
定
数
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

　
つ
い
て
。

議
第
十
四
号
　
松
代
町
職
員
の
給
与
に

　
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　
例
の
制
定
に
つ
い
て
。

議
第
十
五
号
　
松
代
町
職
員
の
旅
費
に

　
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　
例
の
制
定
に
つ
い
て
。

議
第
十
六
号
　
松
代
町
職
員
の
特
殊
勤

　
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

　
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。

議
第
十
七
号
　
松
代
町
営
住
宅
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

　
い
て
。

議
第
十
八
号
　
松
代
町
立
保
育
所
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

　
つ
い
て
。

議
第
十
九
号
　
松
代
町
立
保
育
所
使
用

　
料
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。

議
第
二
十
号
　
松
代
町
民
プ
ー
ル
設
置

　
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

　
つ
い
て
（
第
一
号
と
し
て
大
字
松
代

　
に
ボ

議
第
二
十
剛
号
　
松
代
町
文
化
財
調
査

　
審
議
会
設
置
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
（
教
育
委
員
会
の
諮
問
に
応
じ
文
化

　
財
の
保
存
及
び
活
用
に
関
す
る
事
項

　
を
調
査
若
し
く
は
審
議
し
、
必
要
と

　
認
め
る
事
項
を
教
育
委
員
会
に
建
議

　
す
る
）

議
第
二
十
二
号
　
松
代
町
文
化
財
保
護

　
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。

議
第
二
十
三
号
　
松
代
町
農
業
共
済
条

　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

議
第
二
十
四
号
　
松
代
町
農
業
共
済
事

　
業
の
賦
課
額
及
び
賦
課
単
価
の
決
定

　
に
つ
い
て
。

議
第
二
十
五
号
　
松
代
町
税
条
例
の
一

　
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

　
て
。

議
第
二
六
号
～
二
十
七
号

　
松
代
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

　
改
正
・
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
。

議
第
二
十
八
号
　
昭
和
四
十
五
年
度
松

　
代
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
（
別

　
記
の
通
り
）

議
第
二
十
九
号
～
三
十
二
号

　
昭
和
四
十
五
年
度
特
別
会
計
の
内

　
国
民
健
康
保
険
歳
入
歳
出
予
算

　
建
設
機
械
施
設
事
業
　
　
μ

　
簡
易
水
道
事
業
　
　
　
　
〃

　
農
業
共
済
事
業
　
　
　
　
ヴ

議
第
三
十
三
号
　
土
地
改
良
事
業
の
実

　
施
に
つ
い
て
。

　
（
豪
雪
地
帯
農
道
舗
装
事
業
H
堀
割

　
を
基
点
と
し
、
田
野
倉
（
ば
ん
ね
ん
）

　
を
経
て
蒲
生
部
落
を
終
点
と
す
る
三

　
二
〇
〇
米
の
区
間
で
実
施
年
度
を
四

　
十
五
年
～
四
十
七
年
ま
で
と
す
る
）

議
第
三
十
四
号
　
新
潟
県
交
通
災
害
共

　
済
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体

　
の
数
の
増
加
及
び
規
約
変
更
に
つ
い

　
て
。

（1）



（21

昭
和
四
十
五
年
度
当
初
予
算
が
議
決

］
般
会
計
は
四
億
四
千
万
円

　
か
ね
て
提
出
さ
れ
て
い
た
四
十
五
年

度
当
初
予
算
が
三
月
十
日
よ
り
の
町
議

会
に
お
い
て
慎
重
審
議
さ
れ
、
原
案
通

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
予
算
は
一

般
会
計
四
億
四
千
万
円
、
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
予
算
一
億
三
千
三
百

六
七
万
円
、
直
診
事
業
特
別
会
計
一
千

五
百
七
九
万
円
、
農
業
共
済
事
業
特
別

会
計
一
千
八
百
八
五
万
円
、
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
三
百
八
五
万
円
で
、
一

般
会
計
は
昨
年
度
よ
り
一
億
の
増
に
な

っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
予
算
編
成
上
の
主
要
項
目
は

9
　
健
全
財
政
の
堅
持

　
財
政
の
計
画
的
運
営
と
、
主
要
施
設

　
事
業
及
災
害
復
旧
事
業
等
に
対
処
す

　
る
た
め
財
政
調
整
資
金
の
強
化
に
努

　
め
る
。

口
　
税
及
税
外
負
担
の
軽
減

　
四
十
四
年
度
に
税
外
負
担
一
千
万
円

　
を
軽
減
し
、
続
い
て
本
年
度
は
住
民

　
税
並
に
固
定
資
産
税
等
を
、
標
準
税

　
率
と
し
、
五
五
三
八
千
円
を
減
税
し

　
税
外
負
担
軽
減
七
九
二
二
千
円
、
合

　
計
一
三
四
五
一
千
円
の
住
民
負
担
を

　
軽
減
し
、
遂
次
、
税
外
負
担
の
解
消

　
を
図
る
。

松
　
災
害
復
旧
事
業
の
推
進

　
ω
農
地
及
農
業
用
施
設
災
害
で
、
国

　
の
査
定
を
う
け
て
復
旧
を
要
す
る
事

　
業
費
八
一
九
八
万
一
千
円
（
八
五
件
）

　
の
内
四
十
五
年
度
に
五
〇
八
二
万
七

　
千
円
（
六
七
件
）
の
復
旧
事
業
の
実
施

　
に
努
め
る
。

　
ω
公
共
土
木
施
設
災
害
及
町
単
土
木

　
災
害
で
復
旧
を
要
す
る
事
業
費
二
四

　
．
三
二
万
○
千
円
の
復
旧
工
箏
を
実
施

瞬
　
道
路
、
橋
梁
の
整
備
事
業
の
推
進

　
ω
道
路
及
橋
梁
の
改
修
費
一
、
八
四

　
六
万
円
で
道
路
六
ケ
所
、
橋
梁
四
橋

　
の
改
修
工
事
を
計
画
実
施
。

　
ω
県
単
山
村
振
興
事
業
の
最
終
年
度

　
に
当
る
の
で
、
田
野
倉
～
莇
平
間
の

　
辺
地
道
路
の
改
修
費
一
〇
〇
〇
万
円

　
を
も
っ
て
計
画
し
、
又
辺
地
対
策
事

　
業
と
し
、
海
老
～
犬
伏
間
の
通
学
道

　
路
の
改
修
工
事
を
計
画
し
て
着
工
す

　
る
o

㈲
　
農
業
構
造
改
善
事
業
並
農
道
整
備

事
業
の
推
進
。

ω
農
業
構
造
改
善
事
業
と
し
て
、
東

山
、
蒲
生
地
区
の
桑
園
造
成
事
業
の

完
成
に
伴
い
、
松
代
農
業
協
同
組
合

に
建
設
費
三
八
○
○
万
円
を
も
っ
て

稚
蚕
飼
育
所
の
建
設
を
計
画
し
、
県

の
助
成
を
得
て
助
成
し
、
東
山
、
蒲

0資和45年変当ネ刀予覧鼓ζ別表、

碑復∫納ゆ

　
生
地
区
に
、
共
同
桑
園
管
理
室
の
建

　
設
を
計
画
し
て
、
農
業
構
造
改
善
計

　
画
の
完
成
を
図
る
。

　
②
農
道
の
開
設
は
、
町
単
農
道
の
助

　
成
率
を
六
〇
％
か
ら
七
〇
％
に
引
上

　
げ
て
、
助
成
費
一
〇
五
〇
万
円
を
計

　
画
し
、
又
国
県
補
助
農
道
事
業
費
一

　
三
六
〇
万
円
の
実
施
を
計
画
す
る
。

因
　
教
員
住
宅
の
整
備
は
、
老
朽
化
し

　
た
清
水
中
小
学
校
の
住
宅
一
棟
の
改

　
築
と
、
孟
地
中
小
学
校
の
新
築
一
棟

　
を
七
一
七
万
九
千
円
で
計
画
し
た
。
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ω
水
泳
プ
！
ル
は
、
松
代
地
区
に
計

　
画
一
号
と
し
て
建
設
費
一
五
六
三
万

　
円
を
も
っ
て
建
設
す
る
。

心
　
消
防
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

　
消
防
ボ
ン
プ
、
防
火
水
槽
等
、
計
画

　
的
に
実
施
し
て
き
た
が
、
本
年
度
は

　
更
に
、
消
防
ポ
ン
プ
三
台
、
水
槽
八

　
基
、
水
路
三
ケ
所
、
道
路
三
ケ
所
、

　
器
具
置
場
四
ケ
所
の
整
備
を
八
五
二

　
万
五
千
円
で
実
施
し
、
又
団
員
の
服

　
装
整
備
を
三
〇
〇
万
円
で
計
画
し
た

⑳
　
国
保
事
業
の
充
実
と
医
療
対
策
の

　
推
進
。

　
ω
国
民
健
康
保
険
事
業
の
充
実
強
化

　
を
図
る
た
め
、
一
般
会
計
よ
り
繰
入

　
れ
て
保
険
税
の
急
激
な
上
昇
を
さ
け

　
る
よ
う
計
画
し
た
。

　
②
辺
地
の
医
療
対
策
と
し
て
、
松
代

　
病
院
に
対
し
、
運
営
協
力
費
三
八
四

　
万
円
、
直
営
診
療
所
の
経
営
、
保
健

　
婦
施
設
事
業
等
に
三
一
八
万
八
千
円

　
を
一
般
財
源
よ
り
充
当
．
、

鱒
　
雪
中
の
交
通
対
策
の
推
進

　
雪
上
自
動
車
一
台
の
増
設
及
湿
地
用

　
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
一
台
の
増
設
等
、
五

　
六
三
万
五
千
円
の
経
費
を
計
上
、
部

　
落
間
の
交
通
対
策
の
推
進
に
努
め
る

　
と
な
り
、
本
当
の
意
味
で
の
行
政
を

　
お
し
進
め
よ
う
と
す
る
こ
と
が
示
め

　
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
尚

　
事
業
別
予
算
及
び
そ
の
重
点
事
項
は

　
次
の
通
り
で
す
。

◎
一
般
会
計
予
算
と
主
な
施
行

　
事
業
経
費
と
負
担
金
（
単
位
千
円
）

①
議
会
費
は
八
八
八
万
三
千
円

②
総
務
費
は
六
＝
二
七
万
五
千
円

　
　
昨
年
よ
り
約
三
〇
〇
万
円
の
増
で

　
一
般
管
理
費
二
五
八
O
万
九
千
円
、

　
財
産
管
埋
費
八
二
八
万
一
千
円
、
交

　
通
安
全
対
策
費
一
〇
五
〇
万
円
な
ど

　
が
主
な
る
も
の
で
松
代
病
院
連
営
費

　
寄
付
金
の
三
八
四
万
円
が
含
ま
れ
て

　
い
ま
す
。

③
民
生
費
は
二
六
四
八
万
二
千
円

　
　
社
会
福
祉
総
務
費
が
一
〇
八
六
万

　
一
千
円
で
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
へ
の
三
一
八
万
八
千
円
な
ど
が
主
な

　
も
の
、
国
民
年
金
事
務
費
が
五
七
万

　
七
千
円
。

　
児
童
福
祉
費
が
四
二
四
万
九
千
円
、

　
保
育
所
費
が
二
四
二
万
一
千
円
、
季

　
節
保
育
所
費
が
四
七
万
九
千
円
、
へ

　
き
地
保
育
所
費
が
三
二
七
万
五
千
円

　
保
育
所
建
築
費
が
四
三
〇
万
○
千
円

　
増
改
築
分
で
す
。

④
衛
生
費
は
八
五
一
万
二
千
円

　
　
予
防
費
の
四
五
一
万
六
千
円
が
主

　
な
る
も
の
で
予
防
注
射
、
各
種
検
査

　
料
で
す
。

⑤
労
働
費
は
五
九
六
万
四
千
円

　
　
失
業
対
策
費
三
三
八
万
二
千
円
、

　
諸
費
二
五
八
万
二
千
円
で
す
。

⑥
農
林
業
費
は
六
六
二
五
万
七
千
円

　
　
農
業
委
員
会
費
二
二
万
五
千
円

　
農
業
総
務
費
九
〇
二
万
四
千
円
、
農

　
業
振
興
費
二
一
二
万
五
千
円
、
振
興

　
費
の
中
に
は
農
業
大
学
講
座
費
が
含

　
ま
れ
て
い
ま
す
。
産
業
費
は
一
七
七

　
万
一
千
円
で
貸
付
牛
の
購
入
費
六
〇

　
万
円
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
農
地
費

　
は
二
五
三
万
二
八
千
円
、
町
単
農
道

　
開
設
補
助
金
、
舗
装
工
事
請
負
金
等

　
で
す
。
農
業
構
造
改
善
事
業
費
は
二

　
二
八
九
万
三
千
円
で
稚
蚕
共
同
飼
育

　
所
補
助
、
共
同
桑
園
管
理
室
補
助
等

　
が
主
で
す
。
林
業
費
は
三
九
〇
万
一

　
千
円
。
公
団
造
林
関
係
が
主
で
す
。

⑦
商
工
費
は
五
七
万
八
千
円

　
　
町
商
工
会
補
助
金
が
主
な
る
も
の

　
で
す
．
、

⑧
土
木
費
は
五
九
〇
五
万
三
千
円

　
　
道
路
橋
梁
維
持
費
一
〇
七
四
万
三

　
千
円
が
砂
利
等
に
、
道
路
橋
梁
新
設

　
改
良
費
関
係
が
三
一
四
六
万
円
で
、

　
道
路
新
設
改
良
は
町
内
六
ケ
所
、
橋

　
梁
新
設
改
良
は
苧
島
橋
他
三
橋
、
田

　
野
倉
～
莇
平
間
の
道
路
改
良
費
、
海

　
老
～
犬
伏
間
の
道
路
改
良
費
等
が
主

　
で
す
。

⑨
消
防
費
は
陶
九
七
四
万
二
千
円

　
　
主
な
る
も
の
鳳
施
設
費
で
八
五
二

　
五
千
円
、
消
防
ポ
ン
プ
、
防
火
水
槽

　
消
防
水
路
等
の
購
入
・
施
設
が
主
な

　
る
も
の
で
す
。

⑩
教
育
費
は
七
八
九
五
万
六
千
円

　
　
小
学
校
費
三
三
五
八
万
一
千
円
、

　
中
学
校
費
一
六
七
九
万
九
千
円
が
主

　
な
る
も
の
で
教
員
住
宅
建
設
費
等
が

　
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
社
会
教
育
費
は

　
三
三
六
万
円
、
保
健
体
育
費
は
一
七

　
四
九
万
八
千
円
で
町
民
プ
ー
ル
の
建

　
設
が
主
な
る
も
の
で
す
。

⑪
災
害
復
旧
費
は
七
五
二
五
万
七
千
円

　
　
耕
地
災
害
復
旧
費
と
し
て
五
〇
八

　
二
七
千
円
が
主
な
る
も
の
。

⑫
公
債
費
は
聞
三
八
五
万
八
千
円

⑧
予
備
費
は
五
七
六
万
網
千
円

　
と
な
り
ま
す
。

昭和45職’僕壌別ラ算此較
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昭
和
四
十
五
年
度
町
議
会

　
今
回
の
議
会
に
お
い
て
町
議
会
の
常

任
委
員
会
委
員
が
決
定
い
た
し
ま
し
た

　
総
務
文
教
委
員

　
　
◎
山
岸
勝
重
　
　
○
髄
口
富
之
亟

　
　
　
中
村
俊
正
　
　
　
蘭
谷
清
栄

　
　
　
若
月
延
夫
　
　
　
高
橋
忠
平

　
社
会
委
員

　
　
◎
小
野
島
正
守
　
○
市
川
璋
次

　
　
、
井
上
誠
　

石
野
勝
以

　
　
　
室
岡
久
助
　
　
　
山
岸
丈
孔

　
建
設
委
員

　
　
◎
武
田
良
平
　
　
○
佐
藤
兼
作

　
　
　
山
本
勝
芳
　
　
　
宮
沢
一
太
郎

　
　
　
小
堺
又
七
　
　
　
柳
幸
雄

　
産
業
経
済
委
員

　
　
◎
柳
喜
三
次
　
　
○
佐
藤
政
行

　
　
　
若
井
忠
蔵
　
　
　
米
持
春
行

　
　
　
関
谷
慶
三
郎

　
　
　
　
　
　
◎
印
は
委
員
長

　
　
　
　
　
　
○
印
は
副
委
員
長
。

　
以
上
の
様
に
今
年
一
年
間
そ
れ
ぞ
れ

の
委
員
会
に
お
い
て
活
躍
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

せ
い
た
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
肉
用
牛
は
昨

年
よ
り
飼
養
戸
数
は
一
一
三
戸
も
減
じ

て
い
る
に
も
か
』
わ
ら
ず
、
わ
ず
か
三

九
頭
の
減
に
と
父
ま
っ
た
と
い
う
こ
と

は
、
多
頭
化
の
方
向
に
む
か
い
つ
N
あ

る
こ
と
を
示
め
し
て
い
ま
す
。

▲
肉
用
牛
飼
養
状
況
調
査
表

一
、
飼
養
戸
数

、
戸
　
ー
ー
ー

二
、
飼
養
頭
数

ー年

鞭
ヌ
鯉
還
止
四
誰
｝

ミ
陣
度
…
西
三
四
二
『

頭
数
㎜
六
五
σ

曝
聾
」
歩
姫

　
　
　
　
四
五
・
二

四
四
・
二

七
二
九

　
　
　
　
六
九
D

　
　
　
　
四
八
〇

五
七
六

　
　
　
」
一
－
一
－
d

　
一
五
三

三
、
飼
養
規
模
別
戸
数

…
年
度

．
一
　
頭

二
　
〃

きiδ五四」

灘．i．

上、〃頭1
　
　
　
　
　
五
四
七

　
五
六
四

　
　
　
　
　
　
丑
四

　
　
三
八

　
　
　
　
　
　
九

　
　
　
三

ハ
　
ヨ
　
ヨ
ケ

ヒ
　
セ
ヒ
　
ド

　
　
　
　
　
　
四

　
　
　
　
四
四
・
二

四
三
・
二

　
　
　
　
　
　
二

T
し

　
　
　
　
　
　
二

皿
f
I
『
I
l

四
五
・
二

四
二
八

　
六
D

　
　
六

　
　
四

　
　
、
翼

　
　
三

灘灘…

　
毎
年
二
月
一
日
現
在
で
、
町
内
の
家

畜
の
飼
養
状
況
を
調
査
し
て
い
ま
す
が

本
年
度
の
状
況
が
こ
の
程
、
町
産
業
課

よ
り
発
表
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
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数

－側

2
　
6
2
9
9
2
9
0
2
2
1
2
8

6
2
1
3
　
2
3
　
1
1
2
2
1
2

と
な
っ
て
い
ま
す
。
又
そ
の
他
の
家
畜

を
見
ま
す
と

▲
豚

　
　
頭
数
三
七
八
頭
（
昨
年
よ
り
五
頭
増
）

　
　
戸
数
　
　
五
三
戸

▲
鶴

　
　
頭
数
　
四
、
〇
九
八
羽

　
　
戸
数
　
一
、
〇
一
〇
戸

と
い
う
こ
と
で
横
ば
い
状
態
で
し
た
。

　
尚
こ
れ
か
ら
の
畜
産
の
重
要
性
か
ら

産
業
課
で
は
今
年
も
力
を
入
れ
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

【
フ
　
　
　
4
　
　
　
0

1
⊥
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∠
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9
1
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1
2
2
1
1
2
2
2
1
4
3
4
2
4
　
2
2
1

今
年
の
お
母
さ
ん
方
の

学
習
は
…

　
延
人
員
実
に
岡
＝
、
五
四
四
名

　
毎
年
行
な
わ
れ
て
い
る
町
内
各
婦
人

学
級
の
学
習
実
績
が
こ
の
程
集
計
さ
れ

ま
し
た
の
で
お
知
せ
い
た
し
ま
す
。

　
延
人
員
二
一
、
五
四
四
名
、
延
学
習

時
間
は
二
、
六
一
六
時
間
と
な
り
、
昨

年
に
比
べ
て
大
体
同
じ
位
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
学
習
内
容
を
見
て
み
ま
す
と
、
冬
期

出
稼
期
間
が
年
々
長
く
な
り
つ
x
あ
る

現
状
の
中
で
、
農
家
経
営
の
面
に
も
大

き
な
力
を
そ
そ
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
お
母
さ
ん
達
が
多
く
な
っ
た
為

か
、
経
営
論
や
政
治
面
な
ど
の
学
習
が

多
く
取
入
れ
ら
れ
、
年
々
生
産
学
習
時

間
が
減
じ
て
い
く
方
向
が
み
ら
れ
ま
す

　
又
一
家
の
運
営
に
は
何
が
一
番
必
要

な
事
な
の
か
な
ど
は
ど
の
学
級
で
も
真

剣
に
取
上
げ
ら
れ
て
居
り
、
健
康
管
理

や
体
力
作
り
の
面
で
も
力
を
そ
玉
ぎ
、

体
育
学
習
（
血
圧
測
定
や
ら
医
師
の
講

座
な
ど
を
含
む
）
が
の
び
て
き
て
い
ま

す
。
生
活
学
習
も
生
活
に
必
要
な
点
を

取
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
昨
年
よ
り
も
多
い

時
間
が
当
で
、
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
一
般
教
養
学
習
に
は
、
部
落
内
の
他

団
体
（
青
年
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
）
と
の
話

合
い
に
よ
り
、
明
る
い
村
作
り
へ
の
動

き
が
多
く
の
部
落
で
取
上
げ
ら
れ
真
剣

に
討
議
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
盛
ん
に

な
り
つ
x
あ
る
部
落
公
民
館
活
動
と
あ

い
ま
っ
て
、
そ
の
実
が
結
ば
れ
る
こ
と

　
　
　
　
　
12
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み
ま
せ
ん
。

　
家
庭
教
育
学
習
は

町
内
各
学
校
に
お
い

て
家
庭
教
育
学
級
が

行
な
わ
れ
て
い
る
為

か
少
な
く
、
た
だ
幼

児
問
題
が
取
上
げ
ら

れ
て
い
る
の
が
目
立

ち
ま
す
。

　
以
上
の
中
で
特
に

目
立
つ
こ
と
は
、
大

部
分
の
学
級
で
村
づ

く
り
、
町
づ
く
り
を

真
剣
に
取
上
げ
出
し

て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

　
そ
の
実
績
表
は
別

表
の
通
り
で
す
。



文
化
財
保
護
条
例
が

定
め
ら
れ
る

　
今
回
の
議
会
に
お
い
て
議
決
を
み
ま

し
た
文
化
財
保
護
条
例
と
は
、
か
け
が

え
の
な
い
文
化
財
を
永
く
後
世
に
保
存

ナ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
活
用
し
て
文

化
の
創
造
、
発
展
に
役
立
て
る
た
め
に

定
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
ま
す
と
町
内
に
所
在
し

指
定
を
う
け
た
建
造
物
、
絵
画
、
彫
刻

工
芸
品
、
書
跡
、
典
籍
、
古
文
書
、
民

浴
資
料
、
考
古
資
料
又
は
そ
の
他
の
有

形
の
文
化
的
所
産
で
、
町
に
と
っ
て
歴

史
上
又
は
芸
術
上
価
値
の
高
い
も
の
、

名
勝
及
び
天
然
記
念
物
、
無
形
文
化
財

な
F
．
し
を
保
存
し
て
い
く
の
を
目
的
と
し

て
い
る
も
の
で
す
。

　
指
定
は
町
教
育
委
員
会
が
文
化
財
調

査
審
議
会
へ
諮
問
し
指
定
す
る
も
の
で

す
が
、
こ
れ
に
よ
り
町
内
の
大
切
な
文

化
財
を
永
く
後
世
に
つ
た
え
る
様
、
一

般
の
方
々
か
ら
も
関
心
と
理
解
を
持
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

　
町
内
に
は
か
な
り
重
要
な
文
化
財
が

あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
今
ま

で
そ
れ
に
対
す
る
対
策
が
、
こ
れ
と
い

っ
で
、
立
案
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
を

こ
の
条
例
に
よ
り
、
先
に
あ
げ
た
有
形

無
形
の
も
の
や
音
楽
、
工
芸
技
術
な
ど

も
含
め
て
大
切
に
ま
も
っ
て
い
く
こ
と

に
力
を
そ
N
ぎ
た
い
も
の
で
す
。

　
尚
条
例
は
四
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ

る
も
の
で
す
。

．
一
’

　
一
年
に
一
回
は
結
核
検
診
を
受
け
ま

，
し
よ
う
。
こ
れ
は
法
律
に
定
め
ら
れ
て

い
る
と
共
に
私
達
の
義
務
で
も
あ
り
ま

す
。
毎
年
結
核
の
健
康
診
断
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
受
診
率
は
い
つ
も
八

○
～
八
五
％
で
す
。
四
四
年
は
八
二
％

で
し
た
。
し
か
も
こ
の
残
り
の
一
八
％

の
人
の
中
に
は
三
年
間
に
一
度
も
レ
ン

ト
ゲ
ン
を
と
っ
て
な
い
人
が
二
〇
〇
名

も
お
り
ま
す
。
こ
の
人
達
に
ア
ン
ケ
ー

ト
や
面
接
で
お
伺
い
し
た
と
こ
ろ
、

い
つ
も
丈
央
、
だ
か
ら
受
け
な
い
七
五
人

忙
し
い
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
人

め
ん
ど
く
さ
い
か
ら
　
　
　
　
一
五
人

　
そ
の
他
、
色
々
で
し
た
。

結
核
で
は
死
な
な
い
。
お
そ
ろ
し
く
な

い
と
い
う
事
が
皆
さ
ん
に
よ
く
滲
透
し

、
て
い
る
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
故
に
検
診
を
軽

ん
じ
て
未
受
診
が
多
く
な
れ
ば
、
戦
前

の
様
な
結
核
王
国
に
逆
戻
り
し
な
い
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
当
町
で
も
昨
年
度
は

結
核
で
六
十
才
台
で
す
が
二
名
の
死
亡

者
を
出
し
て
い
ま
す
。
又
結
核
菌
を
出

し
て
い
る
た
め
入
院
、
入
所
す
る
人
が

毎
年
あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
こ
の
中
に

は
未
受
診
者
で
四
十
才
前
後
の
人
が
三

名
も
お
ら
れ
ま
す
。

　
学
童
の
場
合
は
要
注
意
者
も
殆
ん
ど

な
い
ま
で
に
な
っ
て
き
た
こ
と
は
、
ツ

撒
綴
擁
耀
気

　
先
般
或
る
人
に
、
町
の
広
報
を
こ
ん

な
風
に
し
て
い
る
と
い
う
お
話
を
聞
い

た
。
一
家
で
読
み
終
る
と
、
そ
の
中
の

町
の
出
来
事
な
ど
を
故
郷
を
離
れ
て
東

京
な
ど
で
所
帯
を
持
っ
て
い
る
人
達
に

知
ら
せ
て
や
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　
永
い
間
故
郷
を
離
れ
て
い
る
と
非
常

に
懐
し
く
、
あ
そ
こ
の
土
地
が
こ
ん
な

に
な
っ
た
か
、
あ
そ
こ
の
橋
が
こ
ん
な

姿
に
変
っ
た
か
と
、
改
め
て
故
郷
の
事

を
考
え
て
見
る
と
い
う
大
変
感
謝
の
念

の
一
ば
い
こ
も
っ
た
返
信
が
来
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

係
で
は
こ
の
広
報
を
出
稼
先
へ
と
お
願

い
は
し
て
い
る
も
の
の
、
何
十
年
も
故

郷
を
は
な
れ
て
い
る
人
達
の
所
ま
で
は

考
え
て
も
み
な
か
っ
た
。
た
し
か
に
故

郷
の
ニ
ユ
ー
ス
を
知
り
た
い
と
思
っ
て

い
る
人
は
多
い
に
違
い
な
い
。
ま
し
て

自
分
の
生
れ
た
部
落
の
事
は
多
少
に
か

か
わ
ら
ず
知
り
た
い
も
の
だ
ろ
う
。

　
私
に
お
話
し
を
し
て
く
れ
た
人
は
「

広
報
を
送
ら
れ
れ
ば
一
番
良
い
の
だ
が

」
と
も
言
っ
て
お
ら
れ
る
。
一
度
な
ど

は
送
ら
れ
た
広
報
の
お
礼
を
わ
ざ
く

電
話
で
さ
れ
た
と
も
言
っ
て
お
ら
れ
た

　
き
っ
と
町
内
の
多
く
の
家
で
、
遠
く

離
れ
た
所
に
兄
弟
や
子
ど
も
さ
ん
を
や

っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
ん
な

人
々
に
故
郷
の
ニ
ユ
ー
ス
を
何
と
か
知

ら
せ
て
や
れ
た
ら
、
た
父
年
賀
状
や
年

一
回
の
墓
参
帰
省
だ
け
で
な
く
深
い
つ

な
が
り
を
持
て
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か

　
広
報
が
そ
ん
な
面
で
利
用
さ
れ
れ
ば

大
変
幸
せ
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
、
そ

の
方
に
お
礼
を
い
っ
て
別
れ
た
。

反
や
B
C
α
の
徹
底
と
共
に
、
全
員
レ

ン
ト
ゲ
ン
撮
影
の
積
重
さ
ね
だ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
本
年
は
是
非
検
診
通
知
が
い
き
ま
し

た
ら
半
日
休
息
す
る
様
な
気
持
で
検
診

を
受
け
る
よ
う
に
努
め
ま
し
よ
う
。

①
一
回
目
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
は
殆
ん
ど

　
の
部
落
へ
行
き
ま
す
。
こ
の
時
都
合

　
悪
い
人
は
、
次
に
各
本
校
単
位
で
実

　
施
し
ま
す
か
ら
是
非
受
診
く
だ
さ
い

②
ッ
反
を
受
け
た
ら
必
ず
判
定
に
も

　
お
出
で
下
さ
い
。
よ
く
ッ
反
だ
け
受

　
け
て
判
定
に
来
な
い
人
が
あ
り
ま
す

　
が
、
折
角
5
け
た
ッ
反
が
な
ん
に
も

　
な
ら
な
く
な
り
ま
す
（
毎
年
二
〇
～

　
三
〇
人
位
お
ら
れ
ま
す
。
）

　
　
　
　
　
の

灘巽

亀
．

　
を
　
　
　

植
木
久
美
子

柳
　
由
美
子

若
月
　
勝
利

本
柳
　
　
聰

若
月
　
良
美

山
賀
　
愛
子

山
本
百
合
子

池
田
　
弘
美

関
谷
和
枝

相
沢
　
光
男

関
谷
　
俊
彦

茂
野
　
紀
子

萬
羽
　
美
和

小
山
　
秀
人

室
岡
　
美
子

荒
木
智
子

米
持
　
善
仁

関
谷
　
　
修

牧
田
　
隆
之

お
く
や
み

（
死
亡
）

　
馬
　
名

井
上
安
蔵

柳
亀
太
郎

樋
口
麟
太
郎

片
桐
　
ハ
ル

市
川
　
マ
ス

ロ杉
　
　
　
ト
リ

関
谷
才
次
郎

菅
井
政
隆

若
井
　
金
八

鈴
木
　
ナ
ミ

村
松
英
三
郎

小
山
　
ク
マ

中
条
　
信
治

（
二
月
中
）

部
落
・
家
号

松
代
（
直
美
や
）

孟
地
（
い
と
ど
）

田
代
（
由
え
ん
）

仙
納
（
紺
屋
）

田
代
（
下
）

池
之
畑
（
鉄
京
）

犬
伏
（
富
え
ん
）

莇
平
（
由
え
ん
）

松
代
（
熊
さ
）

太
平
（
こ
う
じ
や
）

松
代
（
松
坂
や
）

清
水
（
も
い
ん
）

松
代
（
ぶ
ん
て
ん
）

桐
山
（
こ
う
ぞ
畑
）

仙
納
（
堂
の
下
）

松
代
（
病
院
医
師
）

室
野
（
善
之
助
）

室
野
（
友
ぜ
ん
）

峠
　
（
や
な
ぎ
）

部
落
・
家
号

寺
田
（
新
宅
）

菅
刈
（
た
い
ん
）

松
代
（
和
平
次
）

清
水
（
角
い
ん
）

辰
次
郎
松
代
（
立
花
や
）

三
太
郎
犬
伏
（
や
せ
ん
ど
）

隆
　
　
松
代
（
伝
蔵
）

謙
蔵
　
名
平
（
下
木
）

光
弘
　
蓬
平
（
横
手
）

貞
次
郎
松
代
（
中
島
）

辰
男
　
　
儀
明
（
由
え
ん
）

甲
七
　
　
室
野
（
小
山
）

庄
治
郎
竹
所
（
家
の
下
）

（5）



（6）

小
・
中
学
校
の
副
読
本

「
ま
つ
だ
い
」
出
版
さ
る

　
H
先
生
方
の
汗
の
結
晶
が
実
の
る
”

　
今
回
、
松
代
町
教
育
振
興
会
で
は
、

小
・
中
学
校
に
お
け
る
社
会
科
の
副
読

本
と
し
て
『
ま
つ
だ
い
』
を
作
成
出
版
し

新
学
期
よ
り
こ
の
利
用
に
当
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
小
・
中
学
生
の
社
会
科
に
郷

十
の
こ
と
を
い
ろ
く
考
え
て
み
る
と

い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
資
料
集
め

な
ど
に
困
難
性
が
あ
る
こ
と
と
、
郷
土

を
よ
く
知
り
、
町
の
発
展
に
対
し
て
よ

く
考
え
る
資
料
に
も
し
た
い
と
の
考
え

か
ら
、
社
会
科
研
究
部
の
先
生
方
が
、

二
年
間
か
x
っ
て
町
内
の
あ
ら
ゆ
る
と

こ
ろ
か
ら
資
料
を
集
め
、
何
回
も
何
回

も
討
議
を
重
ね
慎
重
審
議
し
て
作
成
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　
内
容
は
小
学
校
編
へ
、
八
五
頁
）
中
学

校
編
へ
六
六
頁
）
に
分
か
れ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
進
度
に
応
じ
て
編
集
さ
れ

て
い
ま
す
。
小
学
校
編
の
目
次
は
、

1
　
　
　
　
　
　
9
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
、
9
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
1

　
－
　
　
　
　
　
　
l
　
　
　
　
　
－
l
　
　
　
　
　
l
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
1

一
、
わ
た
し
た
ち
の
町
の
よ
う
す
と
く

　
　
ら
し
。

二
、
町
の
人
々
の
協
力
。

三
、
く
ら
し
を
よ
く
す
る
し
く
み
と
し

　
　
ご
と
。

四
、
わ
た
し
た
ち
と
む
す
び
つ
き
の
つ

　
　
よ
い
町
。

五
、
き
よ
う
土
の
あ
ゆ
み
。

　
と
い
う
様
に
な
っ
て
い
て
、
自
然
、

歴
史
、
文
化
、
行
政
、
産
業
の
各
面
で

わ
か
り
や
す
く
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
中
学
校
編
で
は
、
更
に
統
計
や
ら
資

料
の
多
く
を
加
え
て
、

一
、
私
た
ち
の
郷
土
の
自
然
。

二
、
産
業
と
生
活
。

三
、
町
の
政
治
と
生
活
。

三
、
郷
土
の
歴
史
。

　
と
い
う
目
次
で
編
集
さ
れ
て
い
ま
す

町
税
の
税
率
が
下
り
ま
す

　
本
年
度
の
予
算
編
成
上
の
主
要
項
目

に
も
あ
げ
て
お
き
ま
し
た
様
に
、
本
年

度
か
ら
、
町
税
の
税
率
が
下
が
り
大
巾

l
　
　
　
　
　
l
　
　
　
　
　
　
l
　
　
　
　
　
璽
■
■
8
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
1

　
l
　
　
　
　
l
　
　
　
　
　
l
　
　
　
　
　
l
　
　
ー
　
　
　
　
ー

文
化
団
体
や
グ
ル
ー
プ
も
数
多
く
あ
り

し
ぶ
み
俳
句
会
、
室
野
書
道
会
、
文
化

保
存
会
、
神
楽
保
存
会
、
住
み
よ
い
郷

土
の
会
な
ど
は
積
極
的
に
計
画
を
た
て

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
中
で
も
歴
史
を
も
つ
し
ぶ
み
俳
句
会

な
ど
は
月
一
回
の
定
例
句
会
を
開
き
、

年
二
回
は
春
山
他
石
先
生
も
出
席
の
会

を
も
つ
と
い
っ
た
内
容
で
、
昨
年
度
は

俳
旬
集
の
単
行
本
も
発
行
す
る
と
い
っ

た
活
動
振
り
で
あ
る
。
又
書
道
会
も
週

一
回
、
そ
の
道
の
大
家
を
招
い
て
、
午

後
か
ら
夜
に
か
け
、
子
ど
も
も
大
人
も

熱
心
に
学
習
を
続
け
、
町
の
文
化
祭
や

書
初
展
な
ど
に
出
品
さ
れ
、
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
程
で
あ
る
。

　
と
も
あ
れ
こ
れ
等
が
組
織
化
さ
れ
、

横
の
連
絡
を
取
り
合
う
様
に
な
る
と
、

そ
の
効
果
は
一
層
あ
が
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
の
で
、
早
い
時
期
に
お
け
る
確

立
さ
れ
た
部
落
公
民
館
組
織
を
作
く
ら

れ
る
様
望
ん
で
や
ま
な
い
の
は
私
一
人

だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
現
に
若
壮
年

層
や
婦
人
会
、
青
年
会
な
ど
が
一
諸
に

な
っ
て
「
町
政
を
聞
く
会
」
な
ど
を
開

催
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
機
運
は
出
来

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
活
動
体
制

の
確
立
を
深
く
心
に
願
う
も
の
で
あ
る

な
減
税
と
な
り
ま
す
。
今
回
の
町
議
会

に
お
い
て
、
第
二
十
五
号
議
案
と
し
て

提
出
可
決
を
み
た
も
の
で
す
が
、
全
体

と
し
て
五
五
三
万
八
千
円
の
減
税
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
以
下
今
回
議
決
を
得
ま
し
た
所
得
割

の
改
率
及
固
定
資
産
税
の
改
率
を
お
知

せ
い
た
し
ま
す
。
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一
税正．

改

ll

　
　
　
　
　
　
…
室
野
の
巻
…

　
町
内
第
二
の
部
落
で
あ
る
、
こ
の
村

は
又
交
通
の
要
所
で
も
あ
り
、
そ
の
為

に
早
く
か
ら
文
化
活
動
が
盛
ん
で
あ
っ

た
。
青
年
会
館
を
公
民
館
と
し
て
出
発

し
た
の
も
随
分
早
く
か
ら
で
、
現
在
は

階
下
を
保
育
所
に
、
階
上
の
各
部
屋
を

集
会
活
動
や
学
習
活
動
に
あ
て
て
い
る

　
こ
の
館
で
は
自
体
の
活
動
は
持
っ
て

い
な
く
、
二
～
三
年
前
よ
り
活
発
な
活

動
を
開
始
し
て
い
る
各
種
の
団
体
や
グ

ル
㌧
フ
の
利
用
場
所
と
い
う
方
針
で
進

ん
で
い
る
。
－
こ
の
館
を
利
用
し
て
い
る

も
の
は
婦
人
学
級
、
青
年
学
級
、
習
字

教
室
、
各
種
講
座
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど

で
あ
る
が
、
そ
の
利
用
度
は
年
々
少
な

く
な
っ
て
い
る
と
い
う
現
状
で
あ
る
。

　
大
変
活
発
な
活
動
で
郡
内
の
各
青
年

団
よ
り
注
目
さ
れ
て
い
た
、
こ
の
部
落

の
青
年
会
活
動
も
結
局
集
ら
れ
る
場
所

の
制
限
を
受
け
る
と
い
っ
た
事
も
あ
り

集
会
の
機
会
を
少
な
く
し
て
い
る
。

　
だ
が
全
体
的
に
は
活
発
な
活
動
を
行

っ
て
い
る
の
が
こ
の
部
落
で
あ
る
。

100分の1．4

　　　　　（所得税の税率）

課税標準の段階1現行税率
　15万円以下　　　　、　100分の　3．0
　15万円をこえるもの1　　〃　　4・5
　40万円　　〃　　　i　　〃　　6．0
　70万円　　〃　　　　　　〃　　7．5
　100万円　　〃　　　　　　〃　　9．0
　150万円　　〃　　　　　　〃　　10．5
　250万円　　〃　　　1　　〃　　12．0
　400万円　　〃　　　　　　〃　　13．5
　600万円　　〃　　　 　　〃　　15．0
1，000万円　　〃　　　1　　〃　　16・5
2，000万円　　〃　　　1　　〃　　18．0
3，000万円　　〃　　　ド　　〃　　19・5
5．000万円　　〃　　　1　　〃　　21．0

　　　　　（固定資産税の税率）

　現行税率　　100分の1。6　　　　改正税率

一
魯
■
1
周
－
願
ー
一
ー
■
1
0
ー
一
ー

3
月
2
1
日
i
↓
4
月
2
0
日

新
入
学
児
童
、
新
入
園
児
の

交
通
事
故
防
止
運
動
期
間
で
す

　
雪
の
た
め
、
道
路
が
大
変
せ
ま

　
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
歩
行

　
に
は
充
分
気
を
つ
け
ま
し
よ
う

4
月
6
日
ー
↓
4
月
1
5
日

春
の
交
通
安
全
運
動
期
間
で
す

　
昨
年
度
の
松
代
町
に
お
け
る
交

　
通
事
故
は
（
五
月
～
一
二
月
）

　
件
数
二
六
件
、
死
者
二
名
、
傷

　
者
一
四
名
、
物
件
事
故
一
五
件

　
で
す
。
今
年
こ
そ
事
故
が
一
件

　
も
な
い
町
に
す
る
為
に
春
先
か

　
ら
一
人
／
＼
が
気
を
つ
け
ま
し

　
よ
う
。

聡一
1灘

1　はに
　大気

1丈を
　．たつ

　でけ
　して
　よい
　うま

かす
　9か　　．　　9

1　●
一尋一■

◎
あ
な
た
は
道
を
歩
く
と
き
に
前
後

　
左
右
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
か
？

◎
運
転
は
大
丈
夫
で
し
よ
う
か
？


